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しかし書きたいことを「カタ」に当てはめると、構造が明確になり、不要な要素や足
りない部分が整理され、論理の筋もきれいに通り、誰にとっても分かりやすいレ
ポートになりました。

細かすぎさんは細かいことがいつも気になり、大まかな全体像を把握するのが苦
手。主題と細部が混在していて、自分でも何が言いたいのか分からなくなることが
ありました。
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フィッシュボ
ーン※

というカタに
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タイヤキか？^_^)

※「フィッシュボーン」はもともと、1つの現象
の原因を特定するための「特性要因図」として
考案されたもので、理解しやすいところから論
文などの構造にも応用されるようになった。魚
の骨の形をしていることからそう呼ばれる。


